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佃
・
月
島
の
「
中
央
区
道
路
愛
称
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

佃・月島の道路愛称名 勝手に命名してみました

新聞購読の希望やご感想などは編集部までご連絡ください。 ☎050-1746-8579 ✉info@tsukutsuki.com１

佃月島新聞をお店や医院に設置していただけませんか
読者の紹介で新川の越前堀薬局に、月島２丁目元氣喫茶、

月島１丁目美容室アンジェリックにも新聞を設置させていた
だいています。早速、宅配できていない高層マンションの方
から購読のお申込みを頂戴しました。医院やお店で新聞の設
置にご協力いただければ、毎月お届けいたします。
佃月島新聞の配布にご協力を！ボランティア募集中
リバーシティ10号棟、コーシャタワー、月島ホームズ、ザ・

クレストタワーにお住まいの方、月島一丁目三丁目などでお
近くのマンションへのボランティア配布を募集中
新聞を応援いただいている企業サポーター 後援をいただい
ている町会・自治会・団体、個人サポーターの方はホームペー
ジに掲載しております。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

基
礎
講
座

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

市
場
調
査
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
隣
は
？

ブ
ラ
ン
ド
や
タ
レ
ン
ト
イ
メ
ー

ジ
調
査
の
際
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ

ン
ス
分
析
と
い
う
手
法
を
使
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
に
い
え
ば
、
イ
メ
ー
ジ

評
価
を
基
に
ブ
ラ
ン
ド
の
地
図

を
作
る
よ
う
な
も
の
で
、
ど
ん

な
イ
メ
ー
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
か
を

視
覚
的
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
図
上

で
は
似
て
い
る
ブ

ラ
ン
ド
同
士
は
近

く
に
配
置
さ
れ
る

の
で
、
競
合
と
の
関
係
も
一
目

で
わ
か
り
ま
す
。

よ
く
あ
る
タ
レ
ン
ト
イ
メ
ー

ジ
調
査
で
、
あ
な
た
の
イ
メ
ー

ジ
も
一
緒
に
分
析
し
た
ら
、
あ

な
た
の
隣
に
は
ど
ん
な
タ
レ
ン

ト
が
く
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー

ビ
ス
㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

（
正
社
員
）
募
集
中
で
す
。

未
経
験
者
も
歓
迎

just-research.co.jp

中
央

区
新
川
２
の
20
の
７

TO
KO
H

ビ
ル
６
Ｆ

03-3553-3737

こ
の
よ
う
な
企
業
PR
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
企
業
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
広
告
や
情

報
コ
ラ
ム
な
ど
を
掲
載
し
て

ま
い
り
ま
す
。
広
告
の
お
問

合
せ
は
編
集
部
ま
で
。

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

31
号
で
提
案
が
！

つ
く
つ
き
新
聞
の
企
業

サ
ポ
ー
タ
ー
「
日
本
橋
蛎

殻
町
ハ
ー
ト
ベ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
」
様
に
は
毎
月
コ
ラ

ム
記
事
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
先
月
号
で
は

「
中
央
区
道
路
愛
称
」
。

日
本
橋
や
京
橋
地
区
に
比

べ
て
佃
月
島
地
域
は
歴
史

が
感
じ
ら
れ
な
い
と
の
記

事
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
勝

手
に
命
名
し
て
み
よ
う
と

の
今
月
号
の
企
画
で
す
。

歴
史
が
残
る
通
り
名
を
！

中
央
区
が
名
付
け
た
佃

月
島
地
域
の
通
り
の
愛
称

は
６
通
り
で
す
。
北
か
ら

「
佃
大
通
り
」
「
佃
仲
通

り
」
月
島
で
は
「
西
河
岸

通
り
」
「
西
仲
通
り
」

「
東
仲
通
り
」
そ
し
て

「
東
河
岸
通
り
」
で
す
。

月
島
の
通
り
名
は
明

治
中
期
に
埋
め
立
て
ら

れ
た
時
代
の
旧
町
名
か

ら
付
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
昔
は
こ
ん
な
町
名

だ
っ
た
ん
だ
と
語
れ
ま

す
。
町
の
歴
史
を
想
像

さ
せ
ら
れ
る
通
り
名
が

な
い
で
す
か
ね
。

「
都
道463

号
上
野
月

島
線
中
央
大
橋
支
線
」

中
央
大
橋
の
通
り
の

正
式
名
称
で
す
。
愛
称

名
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普

通
で
し
た
ら
「
中
央
大

橋
通
り
」
「
リ
バ
ー
シ

テ
ィ
21
通
り
」
で
し
ょ

う
が
そ
れ
で
は
歴
史
が

感
じ
ま
せ
ん
。
こ
こ
は

「
石
川
島
大
通
り
」

し
か
な
い
で
し
ょ
！

石
川
島
公
園
と
石
川

島
記
念
病
院
の
名
で
し

令和二年（2020年）11月1日 32号

佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

お
申
込
い
た
だ
い

た
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員

様
で
す
。
勝
ど
き
稲

川
様

江
東
区
ド
ゥ
ダ

ン
ク
様

サ
ポ
ー
タ
ー

会
員
と
し
て
登
録
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
個
人
法
人
の
96
件
の
サ
ポ
ー

ト
会
員
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口
２
千
円

新

聞
を
郵
送
や
宅
配
な
ど
で
お
届
け
。

法
人
会
員
は
一
口
２
万
円
、
PR
記
事

を
年
一
回
掲
載

振
込
先

ゆ
う
ち
ょ

銀
行
ツ
ク
ダ
ツ
キ
シ
マ
シ
ン
ブ
ン
セ

イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ

総
合1

0
6
6
0
-

4
4
9
7
0
4
7
1

他
金
融
機
関
か
ら
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

コ
ー
ド9

9
0
0

店

番068

普
通4497047

佃
月
島
で
観
察
で
き
る

野
鳥
図
鑑

連
載
32

「
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
」

親
子
野
鳥
観
察
会
の
と
き
に

観
察
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
チ
ョ

ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
。
ワ
シ
・
タ
カ
の

仲
間
、
と
思
い
き
や
、
実
は
ハ

ヤ
ブ
サ
の
仲
間
で
す
。
「
同
じ

よ
う
な
も
ん
で
し
ょ
」
と
い
わ

れ
そ
う
で
す
が
。
と
こ
ろ
が
近

年
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
研
究
が
進
み
、
ハ

ヤ
ブ
サ
の
仲
間
は
、
ワ
シ
・
タ

カ
よ
り
も
オ
ウ
ム
に
近
い
種
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
か
わ
い

い
顔
を
し
て
い
ま
す
。

都
会
で
の
発
見
例
が
増
加
し

て
い
る
の
は
、
本
来
棲
ん
で
い

た
崖
の
あ
る
地
形
と
都
会
の
ビ

ル
が
似
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
夏
、
本
州
の
北
の
方

で
繁
殖
し
て
、
冬
に
南
下
し
て

く
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
が
見
ご

ろ
で
す
。
写
真
は
、
中
央
大
橋

の
街
路
灯
に
と
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
。
こ
の
連
載
コ
ラ
ム
は
佃

２
丁
目
藤
田
さ
ん
執
筆
で
す
。

い
き
い
き
勝
ど
き
講
座
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？
ボ
ッ
チ
ャ
は
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
の
一
つ

で
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
ル
ー

ル
で
、
ど
な
た
で
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。
い
き
い

き
勝
ど
き
で
も
、
感
染
対
策

で
少
人
数
で
す
が
、
「
楽
し

く
、
ボ
ッ
チ
ャ
！
」
講
座
を

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
の

15
時
か
ら
開
催

し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
！
ご
興

味
の
あ
る
方
は
、

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

０
３-

３
５
３
１-

３
２
５
８

中
央
区
立
勝
ど
き
敬
老
館

か
残
っ
て
い
な
い
「
石
川
島
」

を
ぜ
ひ
残
し
た
い
で
す
ね
。

こ
の
地
は
佃
月
島
の
発
祥
の

地
で
す
か
ら
。
ど
な
た
か
が

「
人
足
寄
場
通
り
」
は
ど
う

か
と
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
採

用
で
き
ま
せ
ん
。

佃
大
通
り
は
こ
の
名
前
に
！

大
通
り
と
名
付
け
る
に
は

狭
い
で
す
。
こ
こ
に
は
２
案

あ
り
ま
す
。

「
佃
島
渡
船
場
通
り
」

「
海
水
館
文
人
通
り
」

２
つ
に
分
け
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。
佃
一
丁
目
の
渡
船

場
跡
か
ら
三
角
公
園
（
二
丁

目
と
の
境
の
小
さ
な
公
園
）

ま
で
を
「
佃
島
渡
船
場
通
り
」
、

佃
二
丁
目
か
ら
佃
三
丁
目
突

き
当
り
ま
で
を
、
「
海
水
館

文
人
通
り
」
。
そ
ん
な
通
り

の
表
示
が
あ
っ
た
ら
、
な
ん

で
？
と
歴
史
を
知
り
た
く
な

り
ま
す
。
（
佃
月
島
新
聞
21

号
で
特
集
）

「
佃
仲
通
り
」
は
ど
う
す
る
？

こ
ん
な
名
前
で
呼
ん
で
い

る
人
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
西
仲
通
り
の
延
長

だ
か
ら
っ
て
の
は
わ
か
る
の

で
す
が
、
こ
こ
は
、

「
ト
イ
ス
ラ
ー
診
療
所
通
り
」

こ
の
通
り
に
明
治
中
期
に

「
ト
イ
ス
ラ
ー
医
師
」
が
、

築
地
聖
路
加
病
院
の
創
設
前

に
診
療
所
を
開
設
し
て
い
た

こ
と
は
佃
月
島
新
聞
で
記
事

に
し
て
い
ま
す
。
（
26
号
か

ら
28
号
に
連
載
）
ち
ょ
う
ど

現
在
の
ク
レ
ス
ト
タ
ワ
ー

近
辺
に
「
聖
ア
ン
デ
レ
診

療
所
」
と
し
て
開
院
し
て

い
ま
す
。
近
く
に
は
こ
の

コ
ト
に
関
す
る
看
板
も
な

く
、
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た

歴
史
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
命
名
で
復
活
で
す

名
無
し
の
通
り
も
命
名

佃
区
民
館
横
か
ら
郵
便

局
に
向
け
て
の
通
り
で
す
。

住
吉
様
の
お
祭
り
の
時
し

か
通
り
抜
け
で
き
ま
せ
ん
。

名
前
も
あ
り
ま
せ
ん
。
昔

の
町
名
を
復
活
さ
せ
て
、

佃
二
丁
目
「
新
佃
西
小
路
」

佃
三
丁
目
「
新
佃
東
小
路
」

で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

佃
大
橋
高
架
下
通
り

こ
こ
に
は
「
佃
川
」
が

あ
っ
て
佃
と
月
島
は
陸
続

き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

初
見
橋
の
交
差
点
名
は
残
っ

て
い
ま
す
が
、
佃
橋
は
名

前
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
佃
川
北
通
り
」

こ
こ
が
川
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
側
を
「
佃

川
南
通
り
」
で
も
い
い

の
で
す
が
こ
こ
は
、

「
佃
島
砲
台
通
り
」

中
央
区
の
説
明
板
が
あ

り
ま
す
か
ら
由
来
は
わ

か
る
で
し
ょ
う
。

次
の
命
名
通
り
は
歴
史

に
残
る
命
名
で
す
。

「
佃
島
説
教
所
通
り
」

こ
の
建
物
も
無
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
通

り
の
名
前
で
残
し
ま
す
。

み
ん
な
で
こ
の
名
前
を

呼
ん
で
い
れ
ば
歴
史
が

残
さ
れ
ま
す
。
次
回
は

さ
ら
に
月
島
の
通
り
名

を
勝
手
に
命
名
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
長
が
無
料
で
中
小
企
業
向
け

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

佐
久
間
編
集
長
は
百
貨
店
の
子

会
社
管
理
経
営
部
門
や
中
小
企
業

の
経
営
企
画
部
門
の
勤
務
経
験
を

活
か
し
、
数
十
社
の
中
小
企
業
の

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
実
績
が

あ
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
で
は
各

種
助
成
金
な
ど
の
申
請
に
ご
苦
労

な
さ
っ
た
の
で
は
？

２
人
以
上
の
従
業
員
を
雇
用
し

て
い
る
会
社
に
は
、
国
や
東
京
都

で
雇
用
関
係
を
中
心
に
多
く
の
助

成
金
や
奨
励
金
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
無
料
で
作
成
で

き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
お
手
伝
い
も
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

さ
さ
え
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

開
催
の
ご
案
内

ご
近
所
で
不
安
や
悩
み
を
抱

え
た
人
た
ち
に
気
づ
き
、
声
か

け
や
必
要
な
支
援
へ
と
つ
な
ぐ

「

さ

さ

え

あ

い

サ

ポ

ー

タ

ー

」

を

養

成

し
ま
す
。

「
さ
さ
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
」

に
欠
か
せ
な
い
見
守
り
の
意
義

や
実
践
に
つ
い
て
、
と
も
に
学

び
、
語
ら
い
ま
せ
ん
か
？

日
時
：<

前
編>

11
月
11
日
（
水
）

<

後
編>

11
月
18
日
（
水
）

両
日
共
に
14
時
か
ら
16
時
ま
で

場
所
：
中
央
区
社
会
福
祉
協
議

会

３
階
大
会
議
室
（
中
央
区

八
丁
堀
４-

１-

５
）

対
象
：
区
内
在
住
・
在
勤
者

定
員
：
15
名
（
先
着
順
）
※
各

回
の
み
の
参
加
も
可

参
加
費
：
無
料

内
容
：
前
編
は
地
域
の
現
状
と

自
分
た
ち
に
で
き
る
「
さ
り
げ

な
い
気
遣
い
（
見
守
り
）
」
に

つ
い
て
学
ぶ
講
義
を
、
後
編
で

は
中
央
区
の
地
域
特
性
を
学
び
、

見
守
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
気
づ
き

の
つ
な
ぎ
先
に
つ
い
て
考
え
る

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

講
師
：
川
上
富
雄
氏
（
駒
澤
大

学
教
授
）
※
前
編
の
み
参
加

申
込
み
・
問
合
せ
先

中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

さ
さ
え
あ
い
課

☎

３
５
２
３-

９
２
９
５

中央区HP道路愛称より

江戸明治東京重ね地図 企画小島豊美

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
さ
ん

「YU
N
IVERSO

」
ユ
ニ
ベ
ル
ソ

８
月
に
新
規
開
店
し
た
西

仲
通
り
、
太
郎
商
事
前
の
お

し
ゃ
れ
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専

門
店
「
ユ
ニ
ベ
ル
ソ
」
さ
ん

か
ら
優
待
の
お
知
ら
せ
で
す
。

つ
く
つ
き
新
聞
の
ご
提
示

で
、
当
店
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の

バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
又
は
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
が
百
円

割
引
。
11
月
末
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
月
島
１-

10-

４

月
曜
定
休
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シ
ル
バ
ー
パ
ス
路
線
バ
ス
の
旅
⑤
最
終
回

ど
こ
ま
で
行
け
た
か

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

好
美
の
幕
末
中
央
区
⑭

日
本
青
年
会
議
所
（
JC
）

中
央
区
委
員
会
で
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
の
祖
父
江
好

美
さ
ん
の
連
載
コ
ラ
ム
。

中
央
区
日
本
橋
人
形
町

小
網
町
付
近

西
郷
隆
盛
邸
跡

上
野
公
園
の
西
郷
ど
ん

銅
像
の
横
に
は
犬
が
い
ま

す
が
、
小
網
町
の
屋
敷
で

も
数
頭
猟
犬
を
飼
っ
て
、

よ
く
兎
狩
り
に
出
か
け
て

い
た
と
の
こ
と
。

征
韓
論
を
唱
え
る
西
郷

ど
ん
、
盟
友
大
久
保
利
通

ら
と
対
立
。
土
佐
の
板
垣

退
助
ら
と
と
も
に
中
央
政

府
か
ら
失
脚
し
、
「
明
治

６
年
の
政
変
」
で
鹿
児
島

へ
と
帰
り
ま
す
。
幕
末
期

か
ら
江
戸
で
活
躍
し
、
時

代
を
大
き
く
変
え
た
西
郷

ど
ん
。
江
戸
の
こ
の
場
所

で
２
年
間
暮
ら
し
、
そ
し

て
鹿
児
島
に
帰
り
私
塾
を

作
り
ま
す
。
幕
末
、
そ
し

て
明
治
の
始
ま
り
の
最
大

の
ド
ラ
マ
は
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
へ
。
明
治
10
年
（18

7
7

）
に
西
南
戦
争
で
敗
れ
西

郷
ど
ん
は
そ
の
生
涯
を
閉

じ
ま
す
。
熱
い
熱
す
ぎ
る

ぜ
日
本
橋
小
網
町
！

府
中
に
迂
回
し
、
立
川
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

武
蔵
小
金
井
駅
に
た
ど
り

着
い
た
４
人
で
す
。
こ
の

中
で
は
若
手
の
野
口
さ
ん
、

編
集
長
は
バ
テ
気
味
で
す

が
、
安
富
さ
ん
、
稲
留
さ

ん
は
ま
だ
ま
だ
元
気
。

国
分
寺
・
国
立
方
面
へ

行
く
バ
ス
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
リ
ー
ダ
ー
安
富
さ

ん
が
見
つ
け
た
ル
ー
ト
は

中
央
線
か
ら
大
き
く
離
れ

て
京
王
線
府
中
に
迂
回
す

る
策
で
す
。
そ
こ
か
ら
国

立
ま
で
戻
れ
ば
立
川
ま
で

す
ぐ
で
す
。
下
町
育
ち
の
編

集
長
は
こ
の
都
下
に
つ
い
て

は
全
く
詳
し
く
な
く
、
府
中

は
多
摩
川
、
府
中
競
馬
場
の

近
辺
で
す
か
ら
、
そ
こ
ま
で

迂
回
す
る
考
え
は
出
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

京
王
線
府
中
か
ら
国
立
へ

京
王
バ
ス
へ
の
乗
換
は
ス

ム
ー
ズ
で
し
た
が
、
随
分
陽

も
落
ち
て
き
ま
し
た
。
府
中

か
ら
は
、
あ
の
３
億
円
事
件

の
東
芝
と
府
中
刑
務
所
横
を

進
み
ま
す
。
「
事
件
は
昭
和

43
年
。
50
年
も
前
、
犯
人
も

70
代
だ
ね
」
な
ん
て
昔
話
を

し
な
が
ら
国
立
に
到
着
で
す
。

立
川
ま
で
の
バ
ス
は
難
な

く
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
時

間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
立
川
着

は
17
時
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
日
野
、
多
摩
川
を

越
え
て
最
終
目
標
の
八
王
子
ま

で
は
一
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
。

立
川
駅
で
バ
ス
旅
は
断
念
！

月
島
を
９
時
に
出
て
、
８
時

間
、
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
判
断

し
ま
し
た
。
17
本
の
バ
ス
を
シ

ル
バ
ー
パ
ス
で
乗
り
継
い
で
き

ま
し
た
が
、

帰
り
は
立
川

か
ら
中
央
線

で
東
京
駅
ま

で
41

分
で
着

き
ま
し
た
。

江
東
区
に

住
む
「
布
施
さ
ん
」
か
ら
お
便

り
を
頂
い
て
い
ま
す
。
20
年
ほ

ど
前
に
シ
ル
バ
ー
パ
ス
で
大
江

戸
線
経
由
で
青
梅
ま
で
行
っ
た

と
の
こ
と
（
HP
に
掲
載
し
ま
し

た
）

リ
ー
ダ
ー
安
富
さ
ん
は

次
の
計
画
を
練
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
次
回
を
お
楽
し
み
に
！

街
角
植
物
観
察
日
記
38

佃
２
丁
目
菅
野
さ
ん

「
佃
月
島
大
き
な
木
２
」

中
央
大
橋
南
詰
佃
公
園

の
入
り
口
に
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
の
セ
ン
ぺ
ル
セ
コ
イ

ア
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

樹
皮
は
荒
々
し
く
ゴ
ツ
ゴ

ツ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

芯
材
は
赤
く
レ
ッ
ド
ウ
ッ

ド
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

質
も
固
く
、
建
材
や
昔

は
枕
木
に
も
使
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
世
界
で
は

樹
高1

2
0

m
ま
で
達
し
た
記

録
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

日
本
で
は
台
風
等
の
影
響

常
温
な
ど
に
分
類
さ
れ
て
い
て
、

日
本
酒
に
詳
し
く
な
く
て
も
注

文
し
や
す
い
。
す
っ
き
り
の
１

番
最
初
の
銘
柄
を
頼
ん
で
お
刺

身
と
合
わ
せ
る
と
、
お
酒
が
も
っ

と
美
味
し
く
な
っ
た
。

隠
れ
た
お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー
が
、

シ
ュ
ウ
マ
イ(

1

個3
0
0

円)

。

大

き
め
の
粗
挽
き
肉
で
セ
イ
ロ
で

蒸
し
て
く
れ
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
で

絶
品
だ
っ
た
。

少
し
お
高
め
な
分
、
味
は
ど

れ
も
素
晴
ら
し
く
、
自
分
へ
の

ご
褒
美
の
時
に
ま
た
来
た
い
と

思
っ
た
。(

飲
み
人

羊
子)

食
堂
ユ
の
木
月
島
３-

14-

２☎
03-6240-5095

要
予
約

読
者
参
加
連
載
企
画

佃
月
島
お
ん
な
ひ
と
り
酒
④

月
島
３
丁
目

食
堂
ユ
の
木

清
澄
通
り
か
ら

も
ん
じ
ゃ

ス
ト
リ
ー
ト
に
通
じ
る
細
い

路
地
に
入
る
と
、
白
い
の
れ

ん
の
小
料
理
屋
が
あ
る
。
一

度
行
っ
て
み
た
か
っ
た
「
食

堂

ユ
の
木
」
だ
。

午
後
５
時
半
の
開
店
と
同

時
に
入
店
。
す
ぐ
に
ほ
ぼ

満
席
と
な
る
人
気
ぶ
り
だ
。

ま
ず
は
、
お
通
し

(
1
36
4

円

)

。
鯖
と
鮑
の
煮
こ
ご
り
、

水
の
芽
と
胡
瓜
の
酢
の
物
、

イ
チ
ヂ
ク
と
胡
麻
豆
腐
、
オ

ク
ラ
と
山
芋
の
４
品
と
豪
華

だ
。
ど
れ
も
上
品
な
味
わ
い

で
見
た
目
も
美
し
い
。
ビ
ー

ル
が
す
す
ん
だ
。

最
初
に
頼
ん
だ
の
が
、
お

刺
身
の
盛
り
合
わ
せ(

千
円

)

。

平
目
、
し
め
鯖
、
さ
わ
ら

の
３
品
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

日
本
酒
を
注
文
。

日
本
酒
は
、
す
べ
て6

0
0

円
で
す
っ
き
り
、
冷
酒
、

読
書
が
広
げ
る
人
間
の
輪

『
読
・
書
・
人
・
倶
楽
部
』

９
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
に
参
加
し
ま
し
た
。

勝
ど
き
に
お
住
ま
い
の

稲
川
さ
ん
が
お
持
ち
に
な
っ

た
の
は
①
レ
ジ
ナ
ル
ド･

ジ
ョ

ン
ス
ト
ン
『
完
訳

紫
禁

城
の
黄
昏
』
監
修
は
渡
部

昇
一
で
す
。
ラ
ス
ト
エ
ン

ペ
ラ
ー
で
す
ね
。

次
に
月
島
の
朝
倉
さ
ん

は
②
秋
田
茂
『
イ
ギ
リ
ス

帝
国
の
歴
史
』
で
す
。
私

は
③
塩
野
七
生
『
ロ
ー
マ

人
の
物
語
』
で
す
か
ら
、

期
せ
ず
し
て
「
中
国
」

「
イ
ギ
リ
ス
」
「
ロ
ー
マ
」

と
歴
史
本
を
３
人
が
持
っ

て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
宰
者
の
マ
リ
ー
さ
ん

は
④
渡
部
昇
一
『
終
生

知
的
生
活
の
方
法
』
こ
れ

も
渡
部
昇
一
が
稲
川
さ
ん

と
ダ
ブ
り
ま
し
た
。
全
て

中
央
区
図
書
館
蔵
書
で
す
。

次
回
は
11
月
19
日
（
毎

月
第
３
木
曜
日
）
10
時
～

11
時
30
分

勝
ど
き
区
民

館
１
階

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー

ム
に
て

参
加
費
無
料

お
題
は
「
わ
た
し
と
読
書

の
秋
」
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
（
マ
リ
ー
）

ハ
ー
ト
ベ
ル
な
話

外
国
人
向
け
の
マ
ン
ス
リ
ー

ハ
ウ
ス
と
不
動
産
業
を
営
む

ハ
ー
ト
ベ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の

コ
ラ
ム
で
す
。

私
の
親
愛
な
る
友
、
紀
州

犬
の
ハ
ク
リ
ュ
ウ
が
こ
の
世

を
去
っ
た
の
は
今
年
の
２
月

17
日
だ
っ
た
。

彼
の
面
影
は
未
だ
心
の
中

に
強
く
残
る
も
の
の
、
一
方

で
ハ
ク
リ
ュ
ウ
２
号
を
迎
え

て
も
い
い
か
な
ぁ
と
い
う
気

持
ち
も
強
く
な
っ
て
き
た
。

17
年
前
、
彼
の
生
ま
れ
故

郷
に
迎
え
に
行
っ
た
紀
州
犬

専
門
の
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
そ

の
方
も
含
め
て
同
業
者
は
高

齢
化
に
よ
り
全
て
廃
業
し
て

し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
、
全

国
的
に
も
純
粋
な
紀
州
犬
は

激
減
し
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
こ
で
今
、
天
然
記
念
物

で
も
あ
る
日
本
犬
を
調
査
研

究
し
て
い
る
「
日
本
犬
保
存

会
」
に
相
談
中
で
あ
る
。

近
い
う
ち
に
ま
た
、
確
固

た
る
強
い
自
分
を
持
っ
て
い

る
相
棒
と
残
り
の
人
生
を
併

走
し
て
行
け
た
ら
と
願
っ
て

い
る
。

日
本
橋
蛎
殻
町
㈱
ハ
ー
ト

ベ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー03-6661

-2828
hbc22.com

「
オ
ヤ
ジ
の
４
時
か
ら
飲
み
」

W
EB

版
が
ス
タ
ー
ト

お
ん
な
ひ
と
り
酒
シ
リ
ー

ズ
が
好
評
連
載
中
。
こ
れ
に

対
抗
し
て
シ
ニ
ア
オ
ヤ
ジ
が
、

夕
方
早
い
時
間
か
ら
酒
場
を

放
浪
す
る
シ
リ
ー
ズ
を
「
つ

く
つ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の

み
限
定
で
連
載
し
ま
す
。

お
や
じ
た
ち
は
一
日
暇
し

て
い
ま
す
が
、
早
寝
、
早
起

き
で
す
。
理
性
が
あ
り
ま
す

か
ら
夕
方
４
時
ま
で
は
お
酒
を

我
慢
し
て
い
ま
す
。
「
お
ん
な

ひ
と
り
酒
」
は
ち
ょ
っ
と
小
ぎ

れ
い
な
店
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
佃
月
島
で
早
い
時
間

か
ら
飲
め
る
安
く
て
う
ま
い
オ

ヤ
ジ
向
け
の
店
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
は
も
う
取
材
済
な
の
で

す
。
「
も
つ
煮
げ
ん
き
」
。
４

時
開
始
で
６
時
に
は
帰
宅
。
ご

一
緒
す
る
「
シ
ニ
ア
オ
ヤ
ジ
」

募
集
中
で
す
。

で
、
せ
い
ぜ
い
30
m
位
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学

生
の
時
、
科
学
大
観
と
い

う
本
に
、
海
外
に
は
根
元

が
道
路
を
跨
い
で
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

下
を
車
が
通
行
し
て
い
る

セ
コ
イ
ア
の
大
木
が
あ
る

と
い
う
、
文
章
と
写
真
を

見
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
セ
ン

ぺ
ル
は
目
測
で
す
が
20
m

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
テ
ッ
ペ
ン

に
星
を
飾
り
ナ
チ
ュ
ラ
ル

な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
ら
ス
テ
キ
で
し
ょ
う
ね
。

通
り
の
反
対
側
月
島
警

察
署
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
駐
在

所
の
脇
に
、
よ
く
似
た
メ

タ
セ
コ
イ
ア
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
落

葉
樹
で
す
。
落
葉
後
の
冬

枯
れ
の
姿
も
美
し
い
で
す
。

佃
三
丁
目
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

９
月
27
日
人
形
供
養
祭
開
催

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
ケ
ア
で
す
が
、
先

日
開
催
さ
れ
た
「
人
形
供
養

祭
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

読
者
か
ら
も
こ
ん
な
メ
ー

ル
が
「
人
形
供
養
の
記
事
を

見
て
早
速
実
家
の
母
に
話
し

ま
し
た
。
以
前
よ
り
供
養
し

た
い
人
形
が
あ
り
、
明
治
神

宮
あ
た
り
に
い
く
か
？
値
段

は
？
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

人
形
供
養
の
場
所
が
近
く
に

な
い
の
で
助
か
り
ま
し
た
」

当
日
は
勝
ど
き
「
日
蓮
宗

11
月
８
日
日
曜
日

「
中
央
区
ま
る
ご

と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

第
13
回
目
。
今

年
も
開
催
。
区
内

で
配
布
さ
れ
て
い

る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や

特
設
サ
イ

ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

東
陽
院

栗
塚
秀
行
ご
住
職
」

に
よ
り
、
３
cm
の
小
さ
な

人
形
か
ら
１
ｍ
を
超
え
る

熊
の
ぬ
い
ぐ
る
み
ま
で
千

六
百
体
近
く
の
お
人
形
が

供
養
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
を

願
っ
た
雛
人
形
・
五

月
人
形
や
子
ど
も
に

愛
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
人
形
も
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の

歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
定
期
的

に
開
催
さ
れ
る
と
の

こ
と
。
次
回
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
ご
供

養
の
模
様
や
動
画
は

つ
く
つ
き
HP
の
「
詳

細
記
事
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

お
詫
び

９
月
１
日
30
号
の
１
ペ
ー

ジ
に
「
月
島
西
仲
通
り
絵

巻
」
の
絵
画
（
部
分
）
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
編

集
部
所
有
の
『
中
央
区
沿

革
図
集

月
島
編
』
か
ら

転
写
し
た
も
の
で
し
た
が
、

絵
画
制
作
者
小
川
幸
治
様

の
ご
許
可
な
く
使
用
掲
載

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
は
著
作
権
に
つ
い

て
不
勉
強
で
、
小
川
様
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

非
営
利
地
域
新
聞
と
し

て
の
甘
え
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
後
は
十

分
法
的
な
面
も
遵
守
し
編

集
し
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
長

佐
久
間
保
人

tsukutsuki.com
W
EB

と
の
連
動
を
強
化

つ
く
つ
き
新
聞
は
毎
月

お
手
元
に
お
届
け
で
き
保

存
も
で
き
ま
す
か
ら
、
気

軽
に
楽
し
め
ま
す
。
し
か

し
情
報
量
が
限
ら
れ
て
お

り
、
も
っ
と
詳
し
く
お
伝

え
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

２
面
の
「
シ
ル
バ
ー
パ

ス
の
旅
」
「
人
形
供
養
祭
」

の
詳
し
い
内
容
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
詳
細
記
事
」
で

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

き
ま
す
。WEB

版
限

定
記
事
「
オ
ヤ
ジ

の
４
時
か
ら
飲
み
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
「
連
載
企

画
集
」
の
ペ
ー
ジ

も
あ
り
ま
す
。

植
物
観
察
日
記
番
外
編

読
者
布
施
様
か
ら
投
稿

佃
中
学
校
に
は
、
校
舎

に
沿
っ
て
花
壇
や
植
え
込

み
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

青
々
と
し
た
一
本
が
「
広

島
原
爆
被
爆
２
世
の
青
桐
」

で
す
。
平
成
17
年
５
月
の

修
学
旅
行
で
訪
れ
た
広
島

市
で
市
長
か
ら
贈
ら
れ
た

平
和
宣
言
と
、
秋
葉
忠
利

市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
通

り
か
か
る
時
が
あ
っ
た
ら

ぜ
ひ
立
ち
止
ま
っ
て
、
あ

れ
か
ら
75
年
を
考
え
て
見

ま
せ
ん
か
。

布
施
さ
ん
は
、
江
東
区

に
お
住
ま
い
。
以
前
は
佃

堀
の
横
で
印
刷
工
場
を
経

営
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
佃
島
小
学
校
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
授
業
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
詳
細
記
事
は

HP
に
掲
載
し
ま
す
、
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シ
ル
バ
ー
パ
ス
路
線
バ
ス
の
旅
⑤
最
終
回

ど
こ
ま
で
行
け
た
か
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好
美
の
幕
末
中
央
区
⑭

日
本
青
年
会
議
所
（
JC
）

中
央
区
委
員
会
で
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
の
祖
父
江
好

美
さ
ん
の
連
載
コ
ラ
ム
。

中
央
区
日
本
橋
人
形
町

小
網
町
付
近

西
郷
隆
盛
邸
跡

上
野
公
園
の
西
郷
ど
ん

銅
像
の
横
に
は
犬
が
い
ま

す
が
、
小
網
町
の
屋
敷
で

も
数
頭
猟
犬
を
飼
っ
て
、

よ
く
兎
狩
り
に
出
か
け
て

い
た
と
の
こ
と
。

征
韓
論
を
唱
え
る
西
郷

ど
ん
、
盟
友
大
久
保
利
通

ら
と
対
立
。
土
佐
の
板
垣

退
助
ら
と
と
も
に
中
央
政

府
か
ら
失
脚
し
、
「
明
治

６
年
の
政
変
」
で
鹿
児
島

へ
と
帰
り
ま
す
。
幕
末
期

か
ら
江
戸
で
活
躍
し
、
時

代
を
大
き
く
変
え
た
西
郷

ど
ん
。
江
戸
の
こ
の
場
所

で
２
年
間
暮
ら
し
、
そ
し

て
鹿
児
島
に
帰
り
私
塾
を

作
り
ま
す
。
幕
末
、
そ
し

て
明
治
の
始
ま
り
の
最
大

の
ド
ラ
マ
は
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
へ
。
明
治
10
年
（18

7
7

）
に
西
南
戦
争
で
敗
れ
西

郷
ど
ん
は
そ
の
生
涯
を
閉

じ
ま
す
。
熱
い
熱
す
ぎ
る

ぜ
日
本
橋
小
網
町
！

府
中
に
迂
回
し
、
立
川
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

武
蔵
小
金
井
駅
に
た
ど
り

着
い
た
４
人
で
す
。
こ
の

中
で
は
若
手
の
野
口
さ
ん
、

編
集
長
は
バ
テ
気
味
で
す

が
、
安
富
さ
ん
、
稲
留
さ

ん
は
ま
だ
ま
だ
元
気
。

国
分
寺
・
国
立
方
面
へ

行
く
バ
ス
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
リ
ー
ダ
ー
安
富
さ

ん
が
見
つ
け
た
ル
ー
ト
は

中
央
線
か
ら
大
き
く
離
れ

て
京
王
線
府
中
に
迂
回
す

る
策
で
す
。
そ
こ
か
ら
国

立
ま
で
戻
れ
ば
立
川
ま
で

す
ぐ
で
す
。
下
町
育
ち
の
編

集
長
は
こ
の
都
下
に
つ
い
て

は
全
く
詳
し
く
な
く
、
府
中

は
多
摩
川
、
府
中
競
馬
場
の

近
辺
で
す
か
ら
、
そ
こ
ま
で

迂
回
す
る
考
え
は
出
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

京
王
線
府
中
か
ら
国
立
へ

京
王
バ
ス
へ
の
乗
換
は
ス

ム
ー
ズ
で
し
た
が
、
随
分
陽

も
落
ち
て
き
ま
し
た
。
府
中

か
ら
は
、
あ
の
３
億
円
事
件

の
東
芝
と
府
中
刑
務
所
横
を

進
み
ま
す
。
「
事
件
は
昭
和

43
年
。
50
年
も
前
、
犯
人
も

70
代
だ
ね
」
な
ん
て
昔
話
を

し
な
が
ら
国
立
に
到
着
で
す
。

立
川
ま
で
の
バ
ス
は
難
な

く
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
時

間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
立
川
着

は
17
時
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
日
野
、
多
摩
川
を

越
え
て
最
終
目
標
の
八
王
子
ま

で
は
一
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
。

立
川
駅
で
バ
ス
旅
は
断
念
！

月
島
を
９
時
に
出
て
、
８
時

間
、
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
判
断

し
ま
し
た
。
17
本
の
バ
ス
を
シ

ル
バ
ー
パ
ス
で
乗
り
継
い
で
き

ま
し
た
が
、

帰
り
は
立
川

か
ら
中
央
線

で
東
京
駅
ま

で
41

分
で
着

き
ま
し
た
。

江
東
区
に

住
む
「
布
施
さ
ん
」
か
ら
お
便

り
を
頂
い
て
い
ま
す
。
20
年
ほ

ど
前
に
シ
ル
バ
ー
パ
ス
で
大
江

戸
線
経
由
で
青
梅
ま
で
行
っ
た

と
の
こ
と
（
HP
に
掲
載
し
ま
し

た
）

リ
ー
ダ
ー
安
富
さ
ん
は

次
の
計
画
を
練
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
次
回
を
お
楽
し
み
に
！

街
角
植
物
観
察
日
記
38

佃
２
丁
目
菅
野
さ
ん

「
佃
月
島
大
き
な
木
２
」

中
央
大
橋
南
詰
佃
公
園

の
入
り
口
に
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
の
セ
ン
ぺ
ル
セ
コ
イ

ア
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

樹
皮
は
荒
々
し
く
ゴ
ツ
ゴ

ツ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

芯
材
は
赤
く
レ
ッ
ド
ウ
ッ

ド
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

質
も
固
く
、
建
材
や
昔

は
枕
木
に
も
使
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
世
界
で
は

樹
高1

2
0

m
ま
で
達
し
た
記

録
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

日
本
で
は
台
風
等
の
影
響

常
温
な
ど
に
分
類
さ
れ
て
い
て
、

日
本
酒
に
詳
し
く
な
く
て
も
注

文
し
や
す
い
。
す
っ
き
り
の
１

番
最
初
の
銘
柄
を
頼
ん
で
お
刺

身
と
合
わ
せ
る
と
、
お
酒
が
も
っ

と
美
味
し
く
な
っ
た
。

隠
れ
た
お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー
が
、

シ
ュ
ウ
マ
イ(

1

個3
0
0

円)

。

大

き
め
の
粗
挽
き
肉
で
セ
イ
ロ
で

蒸
し
て
く
れ
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
で

絶
品
だ
っ
た
。

少
し
お
高
め
な
分
、
味
は
ど

れ
も
素
晴
ら
し
く
、
自
分
へ
の

ご
褒
美
の
時
に
ま
た
来
た
い
と

思
っ
た
。(

飲
み
人

羊
子)

食
堂
ユ
の
木
月
島
３-

14-

２☎
03-6240-5095

要
予
約

読
者
参
加
連
載
企
画

佃
月
島
お
ん
な
ひ
と
り
酒
④

月
島
３
丁
目

食
堂
ユ
の
木

清
澄
通
り
か
ら

も
ん
じ
ゃ

ス
ト
リ
ー
ト
に
通
じ
る
細
い

路
地
に
入
る
と
、
白
い
の
れ

ん
の
小
料
理
屋
が
あ
る
。
一

度
行
っ
て
み
た
か
っ
た
「
食

堂

ユ
の
木
」
だ
。

午
後
５
時
半
の
開
店
と
同

時
に
入
店
。
す
ぐ
に
ほ
ぼ

満
席
と
な
る
人
気
ぶ
り
だ
。

ま
ず
は
、
お
通
し

(
1
36
4

円

)

。
鯖
と
鮑
の
煮
こ
ご
り
、

水
の
芽
と
胡
瓜
の
酢
の
物
、

イ
チ
ヂ
ク
と
胡
麻
豆
腐
、
オ

ク
ラ
と
山
芋
の
４
品
と
豪
華

だ
。
ど
れ
も
上
品
な
味
わ
い

で
見
た
目
も
美
し
い
。
ビ
ー

ル
が
す
す
ん
だ
。

最
初
に
頼
ん
だ
の
が
、
お

刺
身
の
盛
り
合
わ
せ(

千
円

)

。

平
目
、
し
め
鯖
、
さ
わ
ら

の
３
品
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

日
本
酒
を
注
文
。

日
本
酒
は
、
す
べ
て6

0
0

円
で
す
っ
き
り
、
冷
酒
、

読
書
が
広
げ
る
人
間
の
輪

『
読
・
書
・
人
・
倶
楽
部
』

９
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
に
参
加
し
ま
し
た
。

勝
ど
き
に
お
住
ま
い
の

稲
川
さ
ん
が
お
持
ち
に
な
っ

た
の
は
①
レ
ジ
ナ
ル
ド･

ジ
ョ

ン
ス
ト
ン
『
完
訳

紫
禁

城
の
黄
昏
』
監
修
は
渡
部

昇
一
で
す
。
ラ
ス
ト
エ
ン

ペ
ラ
ー
で
す
ね
。

次
に
月
島
の
朝
倉
さ
ん

は
②
秋
田
茂
『
イ
ギ
リ
ス

帝
国
の
歴
史
』
で
す
。
私

は
③
塩
野
七
生
『
ロ
ー
マ

人
の
物
語
』
で
す
か
ら
、

期
せ
ず
し
て
「
中
国
」

「
イ
ギ
リ
ス
」
「
ロ
ー
マ
」

と
歴
史
本
を
３
人
が
持
っ

て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
宰
者
の
マ
リ
ー
さ
ん

は
④
渡
部
昇
一
『
終
生

知
的
生
活
の
方
法
』
こ
れ

も
渡
部
昇
一
が
稲
川
さ
ん

と
ダ
ブ
り
ま
し
た
。
全
て

中
央
区
図
書
館
蔵
書
で
す
。

次
回
は
11
月
19
日
（
毎

月
第
３
木
曜
日
）
10
時
～

11
時
30
分

勝
ど
き
区
民

館
１
階

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー

ム
に
て

参
加
費
無
料

お
題
は
「
わ
た
し
と
読
書

の
秋
」
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
（
マ
リ
ー
）

ハ
ー
ト
ベ
ル
な
話

外
国
人
向
け
の
マ
ン
ス
リ
ー

ハ
ウ
ス
と
不
動
産
業
を
営
む

ハ
ー
ト
ベ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の

コ
ラ
ム
で
す
。

私
の
親
愛
な
る
友
、
紀
州

犬
の
ハ
ク
リ
ュ
ウ
が
こ
の
世

を
去
っ
た
の
は
今
年
の
２
月

17
日
だ
っ
た
。

彼
の
面
影
は
未
だ
心
の
中

に
強
く
残
る
も
の
の
、
一
方

で
ハ
ク
リ
ュ
ウ
２
号
を
迎
え

て
も
い
い
か
な
ぁ
と
い
う
気

持
ち
も
強
く
な
っ
て
き
た
。

17
年
前
、
彼
の
生
ま
れ
故

郷
に
迎
え
に
行
っ
た
紀
州
犬

専
門
の
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
そ

の
方
も
含
め
て
同
業
者
は
高

齢
化
に
よ
り
全
て
廃
業
し
て

し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
、
全

国
的
に
も
純
粋
な
紀
州
犬
は

激
減
し
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
こ
で
今
、
天
然
記
念
物

で
も
あ
る
日
本
犬
を
調
査
研

究
し
て
い
る
「
日
本
犬
保
存

会
」
に
相
談
中
で
あ
る
。

近
い
う
ち
に
ま
た
、
確
固

た
る
強
い
自
分
を
持
っ
て
い

る
相
棒
と
残
り
の
人
生
を
併

走
し
て
行
け
た
ら
と
願
っ
て

い
る
。

日
本
橋
蛎
殻
町
㈱
ハ
ー
ト

ベ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー03-6661

-2828
hbc22.com

「
オ
ヤ
ジ
の
４
時
か
ら
飲
み
」

W
EB

版
が
ス
タ
ー
ト

お
ん
な
ひ
と
り
酒
シ
リ
ー

ズ
が
好
評
連
載
中
。
こ
れ
に

対
抗
し
て
シ
ニ
ア
オ
ヤ
ジ
が
、

夕
方
早
い
時
間
か
ら
酒
場
を

放
浪
す
る
シ
リ
ー
ズ
を
「
つ

く
つ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の

み
限
定
で
連
載
し
ま
す
。

お
や
じ
た
ち
は
一
日
暇
し

て
い
ま
す
が
、
早
寝
、
早
起

き
で
す
。
理
性
が
あ
り
ま
す

か
ら
夕
方
４
時
ま
で
は
お
酒
を

我
慢
し
て
い
ま
す
。
「
お
ん
な

ひ
と
り
酒
」
は
ち
ょ
っ
と
小
ぎ

れ
い
な
店
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
佃
月
島
で
早
い
時
間

か
ら
飲
め
る
安
く
て
う
ま
い
オ

ヤ
ジ
向
け
の
店
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
は
も
う
取
材
済
な
の
で

す
。
「
も
つ
煮
げ
ん
き
」
。
４

時
開
始
で
６
時
に
は
帰
宅
。
ご

一
緒
す
る
「
シ
ニ
ア
オ
ヤ
ジ
」

募
集
中
で
す
。

で
、
せ
い
ぜ
い
30
m
位
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学

生
の
時
、
科
学
大
観
と
い

う
本
に
、
海
外
に
は
根
元

が
道
路
を
跨
い
で
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

下
を
車
が
通
行
し
て
い
る

セ
コ
イ
ア
の
大
木
が
あ
る

と
い
う
、
文
章
と
写
真
を

見
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
セ
ン

ぺ
ル
は
目
測
で
す
が
20
m

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
テ
ッ
ペ
ン

に
星
を
飾
り
ナ
チ
ュ
ラ
ル

な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
ら
ス
テ
キ
で
し
ょ
う
ね
。

通
り
の
反
対
側
月
島
警

察
署
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
駐
在

所
の
脇
に
、
よ
く
似
た
メ

タ
セ
コ
イ
ア
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
落

葉
樹
で
す
。
落
葉
後
の
冬

枯
れ
の
姿
も
美
し
い
で
す
。

佃
三
丁
目
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア

９
月
27
日
人
形
供
養
祭
開
催

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
ケ
ア
で
す
が
、
先

日
開
催
さ
れ
た
「
人
形
供
養

祭
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

読
者
か
ら
も
こ
ん
な
メ
ー

ル
が
「
人
形
供
養
の
記
事
を

見
て
早
速
実
家
の
母
に
話
し

ま
し
た
。
以
前
よ
り
供
養
し

た
い
人
形
が
あ
り
、
明
治
神

宮
あ
た
り
に
い
く
か
？
値
段

は
？
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

人
形
供
養
の
場
所
が
近
く
に

な
い
の
で
助
か
り
ま
し
た
」

当
日
は
勝
ど
き
「
日
蓮
宗

11
月
８
日
日
曜
日

「
中
央
区
ま
る
ご

と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

第
13
回
目
。
今

年
も
開
催
。
区
内

で
配
布
さ
れ
て
い

る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や

特
設
サ
イ

ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

東
陽
院

栗
塚
秀
行
ご
住
職
」

に
よ
り
、
３
cm
の
小
さ
な

人
形
か
ら
１
ｍ
を
超
え
る

熊
の
ぬ
い
ぐ
る
み
ま
で
千

六
百
体
近
く
の
お
人
形
が

供
養
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
を

願
っ
た
雛
人
形
・
五

月
人
形
や
子
ど
も
に

愛
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
人
形
も
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の

歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
定
期
的

に
開
催
さ
れ
る
と
の

こ
と
。
次
回
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
ご
供

養
の
模
様
や
動
画
は

つ
く
つ
き
HP
の
「
詳

細
記
事
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

お
詫
び

９
月
１
日
30
号
の
１
ペ
ー

ジ
に
「
月
島
西
仲
通
り
絵

巻
」
の
絵
画
（
部
分
）
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
編

集
部
所
有
の
『
中
央
区
沿

革
図
集

月
島
編
』
か
ら

転
写
し
た
も
の
で
し
た
が
、

絵
画
制
作
者
小
川
幸
治
様

の
ご
許
可
な
く
使
用
掲
載

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
は
著
作
権
に
つ
い

て
不
勉
強
で
、
小
川
様
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

非
営
利
地
域
新
聞
と
し

て
の
甘
え
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
後
は
十

分
法
的
な
面
も
遵
守
し
編

集
し
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
長

佐
久
間
保
人

tsukutsuki.com
W
EB

と
の
連
動
を
強
化

つ
く
つ
き
新
聞
は
毎
月

お
手
元
に
お
届
け
で
き
保

存
も
で
き
ま
す
か
ら
、
気

軽
に
楽
し
め
ま
す
。
し
か

し
情
報
量
が
限
ら
れ
て
お

り
、
も
っ
と
詳
し
く
お
伝

え
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

２
面
の
「
シ
ル
バ
ー
パ

ス
の
旅
」
「
人
形
供
養
祭
」

の
詳
し
い
内
容
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
詳
細
記
事
」
で

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

き
ま
す
。WEB

版
限

定
記
事
「
オ
ヤ
ジ

の
４
時
か
ら
飲
み
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
「
連
載
企

画
集
」
の
ペ
ー
ジ

も
あ
り
ま
す
。

植
物
観
察
日
記
番
外
編

読
者
布
施
様
か
ら
投
稿

佃
中
学
校
に
は
、
校
舎

に
沿
っ
て
花
壇
や
植
え
込

み
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

青
々
と
し
た
一
本
が
「
広

島
原
爆
被
爆
２
世
の
青
桐
」

で
す
。
平
成
17
年
５
月
の

修
学
旅
行
で
訪
れ
た
広
島

市
で
市
長
か
ら
贈
ら
れ
た

平
和
宣
言
と
、
秋
葉
忠
利

市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
通

り
か
か
る
時
が
あ
っ
た
ら

ぜ
ひ
立
ち
止
ま
っ
て
、
あ

れ
か
ら
75
年
を
考
え
て
見

ま
せ
ん
か
。

布
施
さ
ん
は
、
江
東
区

に
お
住
ま
い
。
以
前
は
佃

堀
の
横
で
印
刷
工
場
を
経

営
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
佃
島
小
学
校
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
授
業
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
詳
細
記
事
は

HP
に
掲
載
し
ま
す
、
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佃
・
月
島
の
「
中
央
区
道
路
愛
称
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

佃・月島の道路愛称名 勝手に命名してみました

新聞購読の希望やご感想などは編集部までご連絡ください。 ☎050-1746-8579 ✉info@tsukutsuki.com１

佃月島新聞をお店や医院に設置していただけませんか
読者の紹介で新川の越前堀薬局に、月島２丁目元氣喫茶、

月島１丁目美容室アンジェリックにも新聞を設置させていた
だいています。早速、宅配できていない高層マンションの方
から購読のお申込みを頂戴しました。医院やお店で新聞の設
置にご協力いただければ、毎月お届けいたします。
佃月島新聞の配布にご協力を！ボランティア募集中
リバーシティ10号棟、コーシャタワー、月島ホームズ、ザ・

クレストタワーにお住まいの方、月島一丁目三丁目などでお
近くのマンションへのボランティア配布を募集中
新聞を応援いただいている企業サポーター 後援をいただい
ている町会・自治会・団体、個人サポーターの方はホームペー
ジに掲載しております。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

基
礎
講
座

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

市
場
調
査
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
隣
は
？

ブ
ラ
ン
ド
や
タ
レ
ン
ト
イ
メ
ー

ジ
調
査
の
際
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ

ン
ス
分
析
と
い
う
手
法
を
使
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
に
い
え
ば
、
イ
メ
ー
ジ

評
価
を
基
に
ブ
ラ
ン
ド
の
地
図

を
作
る
よ
う
な
も
の
で
、
ど
ん

な
イ
メ
ー
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
か
を

視
覚
的
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
図
上

で
は
似
て
い
る
ブ

ラ
ン
ド
同
士
は
近

く
に
配
置
さ
れ
る

の
で
、
競
合
と
の
関
係
も
一
目

で
わ
か
り
ま
す
。

よ
く
あ
る
タ
レ
ン
ト
イ
メ
ー

ジ
調
査
で
、
あ
な
た
の
イ
メ
ー

ジ
も
一
緒
に
分
析
し
た
ら
、
あ

な
た
の
隣
に
は
ど
ん
な
タ
レ
ン

ト
が
く
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー

ビ
ス
㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

（
正
社
員
）
募
集
中
で
す
。

未
経
験
者
も
歓
迎

just-research.co.jp

中
央

区
新
川
２
の
20
の
７

TO
KO
H

ビ
ル
６
Ｆ

03-3553-3737

こ
の
よ
う
な
企
業
PR
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
企
業
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
広
告
や
情

報
コ
ラ
ム
な
ど
を
掲
載
し
て

ま
い
り
ま
す
。
広
告
の
お
問

合
せ
は
編
集
部
ま
で
。

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

31
号
で
提
案
が
！

つ
く
つ
き
新
聞
の
企
業

サ
ポ
ー
タ
ー
「
日
本
橋
蛎

殻
町
ハ
ー
ト
ベ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
」
様
に
は
毎
月
コ
ラ

ム
記
事
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
先
月
号
で
は

「
中
央
区
道
路
愛
称
」
。

日
本
橋
や
京
橋
地
区
に
比

べ
て
佃
月
島
地
域
は
歴
史

が
感
じ
ら
れ
な
い
と
の
記

事
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
勝

手
に
命
名
し
て
み
よ
う
と

の
今
月
号
の
企
画
で
す
。

歴
史
が
残
る
通
り
名
を
！

中
央
区
が
名
付
け
た
佃

月
島
地
域
の
通
り
の
愛
称

は
６
通
り
で
す
。
北
か
ら

「
佃
大
通
り
」
「
佃
仲
通

り
」
月
島
で
は
「
西
河
岸

通
り
」
「
西
仲
通
り
」

「
東
仲
通
り
」
そ
し
て

「
東
河
岸
通
り
」
で
す
。

月
島
の
通
り
名
は
明

治
中
期
に
埋
め
立
て
ら

れ
た
時
代
の
旧
町
名
か

ら
付
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
昔
は
こ
ん
な
町
名

だ
っ
た
ん
だ
と
語
れ
ま

す
。
町
の
歴
史
を
想
像

さ
せ
ら
れ
る
通
り
名
が

な
い
で
す
か
ね
。

「
都
道463

号
上
野
月

島
線
中
央
大
橋
支
線
」

中
央
大
橋
の
通
り
の

正
式
名
称
で
す
。
愛
称

名
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普

通
で
し
た
ら
「
中
央
大

橋
通
り
」
「
リ
バ
ー
シ

テ
ィ
21
通
り
」
で
し
ょ

う
が
そ
れ
で
は
歴
史
が

感
じ
ま
せ
ん
。
こ
こ
は

「
石
川
島
大
通
り
」

し
か
な
い
で
し
ょ
！

石
川
島
公
園
と
石
川

島
記
念
病
院
の
名
で
し

令和二年（2020年）11月1日 32号

佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

お
申
込
い
た
だ
い

た
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員

様
で
す
。
勝
ど
き
稲

川
様

江
東
区
ド
ゥ
ダ

ン
ク
様

サ
ポ
ー
タ
ー

会
員
と
し
て
登
録
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
個
人
法
人
の
96
件
の
サ
ポ
ー

ト
会
員
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口
２
千
円

新

聞
を
郵
送
や
宅
配
な
ど
で
お
届
け
。

法
人
会
員
は
一
口
２
万
円
、
PR
記
事

を
年
一
回
掲
載

振
込
先

ゆ
う
ち
ょ

銀
行
ツ
ク
ダ
ツ
キ
シ
マ
シ
ン
ブ
ン
セ

イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ

総
合1
0
6
6
0
-

4
4
9
7
0
4
7
1

他
金
融
機
関
か
ら
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

コ
ー
ド9

9
0
0

店

番068
普
通4497047

佃
月
島
で
観
察
で
き
る

野
鳥
図
鑑

連
載
32

「
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
」

親
子
野
鳥
観
察
会
の
と
き
に

観
察
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
チ
ョ

ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
。
ワ
シ
・
タ
カ
の

仲
間
、
と
思
い
き
や
、
実
は
ハ

ヤ
ブ
サ
の
仲
間
で
す
。
「
同
じ

よ
う
な
も
ん
で
し
ょ
」
と
い
わ

れ
そ
う
で
す
が
。
と
こ
ろ
が
近

年
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
研
究
が
進
み
、
ハ

ヤ
ブ
サ
の
仲
間
は
、
ワ
シ
・
タ

カ
よ
り
も
オ
ウ
ム
に
近
い
種
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
か
わ
い

い
顔
を
し
て
い
ま
す
。

都
会
で
の
発
見
例
が
増
加
し

て
い
る
の
は
、
本
来
棲
ん
で
い

た
崖
の
あ
る
地
形
と
都
会
の
ビ

ル
が
似
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
夏
、
本
州
の
北
の
方

で
繁
殖
し
て
、
冬
に
南
下
し
て

く
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
が
見
ご

ろ
で
す
。
写
真
は
、
中
央
大
橋

の
街
路
灯
に
と
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
。
こ
の
連
載
コ
ラ
ム
は
佃

２
丁
目
藤
田
さ
ん
執
筆
で
す
。

い
き
い
き
勝
ど
き
講
座
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？
ボ
ッ
チ
ャ
は
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
の
一
つ

で
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
ル
ー

ル
で
、
ど
な
た
で
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。
い
き
い

き
勝
ど
き
で
も
、
感
染
対
策

で
少
人
数
で
す
が
、
「
楽
し

く
、
ボ
ッ
チ
ャ
！
」
講
座
を

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
の

15
時
か
ら
開
催

し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
！
ご
興

味
の
あ
る
方
は
、

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

０
３-

３
５
３
１-

３
２
５
８

中
央
区
立
勝
ど
き
敬
老
館

か
残
っ
て
い
な
い
「
石
川
島
」

を
ぜ
ひ
残
し
た
い
で
す
ね
。

こ
の
地
は
佃
月
島
の
発
祥
の

地
で
す
か
ら
。
ど
な
た
か
が

「
人
足
寄
場
通
り
」
は
ど
う

か
と
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
採

用
で
き
ま
せ
ん
。

佃
大
通
り
は
こ
の
名
前
に
！

大
通
り
と
名
付
け
る
に
は

狭
い
で
す
。
こ
こ
に
は
２
案

あ
り
ま
す
。

「
佃
島
渡
船
場
通
り
」

「
海
水
館
文
人
通
り
」

２
つ
に
分
け
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。
佃
一
丁
目
の
渡
船

場
跡
か
ら
三
角
公
園
（
二
丁

目
と
の
境
の
小
さ
な
公
園
）

ま
で
を
「
佃
島
渡
船
場
通
り
」
、

佃
二
丁
目
か
ら
佃
三
丁
目
突

き
当
り
ま
で
を
、
「
海
水
館

文
人
通
り
」
。
そ
ん
な
通
り

の
表
示
が
あ
っ
た
ら
、
な
ん

で
？
と
歴
史
を
知
り
た
く
な

り
ま
す
。
（
佃
月
島
新
聞
21

号
で
特
集
）

「
佃
仲
通
り
」
は
ど
う
す
る
？

こ
ん
な
名
前
で
呼
ん
で
い

る
人
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
西
仲
通
り
の
延
長

だ
か
ら
っ
て
の
は
わ
か
る
の

で
す
が
、
こ
こ
は
、

「
ト
イ
ス
ラ
ー
診
療
所
通
り
」

こ
の
通
り
に
明
治
中
期
に

「
ト
イ
ス
ラ
ー
医
師
」
が
、

築
地
聖
路
加
病
院
の
創
設
前

に
診
療
所
を
開
設
し
て
い
た

こ
と
は
佃
月
島
新
聞
で
記
事

に
し
て
い
ま
す
。
（
26
号
か

ら
28
号
に
連
載
）
ち
ょ
う
ど

現
在
の
ク
レ
ス
ト
タ
ワ
ー

近
辺
に
「
聖
ア
ン
デ
レ
診

療
所
」
と
し
て
開
院
し
て

い
ま
す
。
近
く
に
は
こ
の

コ
ト
に
関
す
る
看
板
も
な

く
、
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た

歴
史
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
命
名
で
復
活
で
す

名
無
し
の
通
り
も
命
名

佃
区
民
館
横
か
ら
郵
便

局
に
向
け
て
の
通
り
で
す
。

住
吉
様
の
お
祭
り
の
時
し

か
通
り
抜
け
で
き
ま
せ
ん
。

名
前
も
あ
り
ま
せ
ん
。
昔

の
町
名
を
復
活
さ
せ
て
、

佃
二
丁
目
「
新
佃
西
小
路
」

佃
三
丁
目
「
新
佃
東
小
路
」

で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

佃
大
橋
高
架
下
通
り

こ
こ
に
は
「
佃
川
」
が

あ
っ
て
佃
と
月
島
は
陸
続

き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

初
見
橋
の
交
差
点
名
は
残
っ

て
い
ま
す
が
、
佃
橋
は
名

前
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
佃
川
北
通
り
」

こ
こ
が
川
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
側
を
「
佃

川
南
通
り
」
で
も
い
い

の
で
す
が
こ
こ
は
、

「
佃
島
砲
台
通
り
」

中
央
区
の
説
明
板
が
あ

り
ま
す
か
ら
由
来
は
わ

か
る
で
し
ょ
う
。

次
の
命
名
通
り
は
歴
史

に
残
る
命
名
で
す
。

「
佃
島
説
教
所
通
り
」

こ
の
建
物
も
無
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
通

り
の
名
前
で
残
し
ま
す
。

み
ん
な
で
こ
の
名
前
を

呼
ん
で
い
れ
ば
歴
史
が

残
さ
れ
ま
す
。
次
回
は

さ
ら
に
月
島
の
通
り
名

を
勝
手
に
命
名
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
長
が
無
料
で
中
小
企
業
向
け

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

佐
久
間
編
集
長
は
百
貨
店
の
子

会
社
管
理
経
営
部
門
や
中
小
企
業

の
経
営
企
画
部
門
の
勤
務
経
験
を

活
か
し
、
数
十
社
の
中
小
企
業
の

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
実
績
が

あ
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
で
は
各

種
助
成
金
な
ど
の
申
請
に
ご
苦
労

な
さ
っ
た
の
で
は
？

２
人
以
上
の
従
業
員
を
雇
用
し

て
い
る
会
社
に
は
、
国
や
東
京
都

で
雇
用
関
係
を
中
心
に
多
く
の
助

成
金
や
奨
励
金
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
無
料
で
作
成
で

き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
お
手
伝
い
も
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

さ
さ
え
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

開
催
の
ご
案
内

ご
近
所
で
不
安
や
悩
み
を
抱

え
た
人
た
ち
に
気
づ
き
、
声
か

け
や
必
要
な
支
援
へ
と
つ
な
ぐ

「

さ

さ

え

あ

い

サ

ポ

ー

タ

ー

」

を

養

成

し
ま
す
。

「
さ
さ
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
」

に
欠
か
せ
な
い
見
守
り
の
意
義

や
実
践
に
つ
い
て
、
と
も
に
学

び
、
語
ら
い
ま
せ
ん
か
？

日
時
：<

前
編>

11
月
11
日
（
水
）

<

後
編>

11
月
18
日
（
水
）

両
日
共
に
14
時
か
ら
16
時
ま
で

場
所
：
中
央
区
社
会
福
祉
協
議

会

３
階
大
会
議
室
（
中
央
区

八
丁
堀
４-

１-

５
）

対
象
：
区
内
在
住
・
在
勤
者

定
員
：
15
名
（
先
着
順
）
※
各

回
の
み
の
参
加
も
可

参
加
費
：
無
料

内
容
：
前
編
は
地
域
の
現
状
と

自
分
た
ち
に
で
き
る
「
さ
り
げ

な
い
気
遣
い
（
見
守
り
）
」
に

つ
い
て
学
ぶ
講
義
を
、
後
編
で

は
中
央
区
の
地
域
特
性
を
学
び
、

見
守
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
気
づ
き

の
つ
な
ぎ
先
に
つ
い
て
考
え
る

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

講
師
：
川
上
富
雄
氏
（
駒
澤
大

学
教
授
）
※
前
編
の
み
参
加

申
込
み
・
問
合
せ
先

中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

さ
さ
え
あ
い
課

☎

３
５
２
３-

９
２
９
５

中央区HP道路愛称より

江戸明治東京重ね地図 企画小島豊美

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
さ
ん

「YU
N
IVERSO

」
ユ
ニ
ベ
ル
ソ

８
月
に
新
規
開
店
し
た
西

仲
通
り
、
太
郎
商
事
前
の
お

し
ゃ
れ
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専

門
店
「
ユ
ニ
ベ
ル
ソ
」
さ
ん

か
ら
優
待
の
お
知
ら
せ
で
す
。

つ
く
つ
き
新
聞
の
ご
提
示

で
、
当
店
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の

バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
又
は
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
が
百
円

割
引
。
11
月
末
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
月
島
１-

10-

４

月
曜
定
休


